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画像診断×AIの最前線 — ITと数理を基盤とする研究開発に挑む医学⽣へ

 
 
【主な研究テーマ】 
・最先端の CT/MRI 技術を⽤いた新規画像診断法の提案 
・AI を⽤いた画像診断⽀援法の開発と検証 
・医⽤ AI の基盤技術開発および数理解析 
 
【研究内容の具体例】 
１．⾎流解析に基づく⼤⾎管疾患の予後因⼦探索 
＜研究ツール＞ 
・4D flow MRI 
・3D CT angiography 
・流体解析ソフト 
・流体シミュレーション 
 
＜対象疾患＞ 
・⼤動脈解離 
・⼤動脈瘤 
・先天性⼼疾患 
 
＜予後因⼦候補＞ 
・壁⾯剪断応⼒ 
・エネルギーロス 
・渦流／螺旋流 
 

プログラミングや AI

の初学者でも、習得で
きるよう⽀援します！ 
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２．画像診断補助 AI の臨床導⼊に向けた開発と検証 

・企業が開発した「肺結節検出 AI」の検証 
・当科医師と医学科学⽣が開発した「オフライン稼働型の検索拡張⼤規模⾔語モデル」の検証 
 
３．AI を⽤いた脳 MRI 画像の⾼画質化プログラムの開発 

（当科の医学科学⽣が開発） 
 
【当科ライフサイエンスコース学⽣の研究実績例】 
＜学会発表＞ 
・Kawamura M, et al. Accelerated T1-weighted PROPELLER imaging of the brain with deep-learning-based 
parallel imaging reconstruction. ISMRM 31st Annual Meeting, 2022. 
・川村 元秀．モデルベース深層学習を⽤いた腹部 T2強調 PROPELLER撮像⾼速化の初期検討．第 48回
⽇本磁気共鳴医学会⼤会，2020． 
・駒場 敦．2標本 Kolmogorov‒Smirnov検定の拡張．⽇本数学会秋季総合分科会，2022． 
 
＜国際学術誌掲載論⽂＞ 
・Mori Y, et. al. Predicting Patients With InsuLicient Liver Enhancement in the Hepatobiliary Phase Before the 
Injection of Gadoxetic Acid: A Practical Approach Using the Bayesian Method. J Magn Reson Imaging. 51:62-
69, 2020. 
・Kawamura M, et al. Accelerated acquisition of high-resolution diLusion-weighted imaging of the brain with 
a multi-shot echo-planar sequence: deep-learning-based denoising. Magn Reson Med Sci. 20:99–105, 2021 
・Komaba A, et al. A novel statistical approach for two-sample testing based on the overlap coeLicient. J 
Math Sci Univ Tokyo. 30:205–240, 2023. 
・Komaba A, et al. Extension of the one-sample Kolmogorov-Smirnov test. J Math Sci Univ Tokyo. In press. 

オフラインRAG-LLMの自前構築を達成

信頼できる
外部情報

ベクトル空間

外部情報を複数のチャンク(⼩さな⽂章単位)
に分割し、 各チャンクをベクトル空間に埋め込む

患者情報
臨床課題

サブクエリ１に最も類似した
上位4つのチャンクを取得する

統合された回答

例︓
癌の病期分類ガイドライン
ある疾患の診療プロトコル

埋め込む
プロンプト１

チャンク４

チャンク３

チャンク７

チャンク９

取得したチャンクを再ランク付けし、
上位1つまたは2つを選択する

チャンク７

チャンク３

回答２

[6]

回答１

[7, 3]

プロンプト２
埋め込む

必要に応じてクエリを分割し、
複数のサブクエリを⽣成する

チャンク８

チャンク１

チャンク６

チャンク２

チャンク６

サブクエリ２に最も類似した
上位４つのチャンクを取得する

回答を
⽣成する

LLM

LLM

LLM

LLM

LLM

[7, 3]

[6]

サブクエリ１

サブクエリ２

サブクエリｎ

クエリ (質問)

RAGに基づく診療補助システム (オフラインで稼働)

取得したチャンクを再ランク付けし、
上位１つまたは２つを選択する

肺結節検出AI vs．放射線科医
検出感度： 放射線科医＞市販AI

偽陽性数： 市販AI＞放射線科医

検出が難しい肺結節の特徴を分析

放射線科医が検出しづらい病変と、AIが検出
しづらい病変の違いについて分析


